
 

 

［成果情報名］イチゴの新たな花粉媒介昆虫としてのヒロズキンバエの利用 

［要約］イチゴの花粉媒介昆虫としてヒロズキンバエ（Lucilia sericata、商品名：ビーフ

ライ）が利用できる。セイヨウミツバチ（ミツバチ）との併用や、ビーフライ単独利用が

可能であり、ミツバチの活動不足や過剰訪花による奇形果発生を低減させることができる。 
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［背景・ねらい］ 

ヒロズキンバエ（商品名「ビーフライ」、以下ビーフライ）はセイヨウミツバチ（以下、

ミツバチ）よりも活動温度幅が広く、活動に紫外線を必要としないため、ミツバチを補完

する花粉媒介昆虫としてイチゴの促成栽培での利用が期待されている。しかし、利用法が

確立されていないため、ビーフライの放飼方法、有効な利用場面および利用上の注意点を

明らかにする。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．ビーフライを利用するためには、プラスチック容器に入れて届けられる蛹を羽化させ

る必要があるが、気温が低いほど羽化に要する日数が長くなる（表 1）。 

２．低温期の施設内で、あるいは緊急時に確実に羽化させるためには、専用の加温パネル

（（株）カメダデンキ製）、成虫脱出口を設けた発泡スチロール箱および直射日光を避

けるための遮光フィルムからなる羽化促進装置を利用する（写真 1）。 

３．徘徊性クモ類やアリ類による蛹の食害が確認されているため、羽化促進装置は高い台

の上に置くか、吊す（図 1）。 

４．秋と春の温暖時には、保温の必要がないため、日除けを施して蛹の容器を高い台の上

に置くか吊すことで、羽化させることが可能である。但し、施設のサイド部を開放して

いる場合には、成虫を施設内にとどめるため、3mm 以下の目合いのネットを展張する。 

５．成虫の寿命は 2 週間程度であるため、授粉効果を継続させるためには、約 7 日ごとに

新しい蛹を導入する必要がある。ビーフライ単独利用では 1a あたり 300 匹ずつ、ミツバ

チとの併用では 1a あたり 150 匹ずつの蛹を導入する（図 2）。 

６．ビーフライの利用方法として、（1）冬季低温寡日照によってミツバチが活動しにくく

なる地域におけるミツバチとの併用、（2）ミツバチの過剰訪花が原因で奇形果が発生す

る栽培施設（図 2 の左）や、ミツバチ 1 群で授粉している小面積（2a 以下）の栽培施設

における単独利用、（3）煙や燃焼ガス成分によって､あるいは明らかでない原因によっ

て、ミツバチの活動が制限されている栽培施設における併用あるいは単独利用、が適当

である。 

 

［普及のための参考情報］ 

１．普及対象：ミツバチの活動不足や過剰訪花が生じる栽培施設を有するイチゴ生産者。 

２．普及予定地域・普及予定面積・普及台数等：全国のイチゴ産地・H30 年度出荷見込み蛹

数 1000 万匹（28ha で 3 ヶ月間単独利用可）、H30 年度羽化促進装置販売見込み数 100

台。 

３．その他：（1）薬剤がビーフライの活動に及ぼす影響については「ビーフライ利用マニ

ュアル」（参画機関のホームページに掲載）に記載している。（2）果実の残渣や動物の

死骸があると、ビーフライはそれらに集まり訪花しにくくなるため、施設内は清潔に保




